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月

一
九
日

開
票
事
務
に
合
せ
選
挙
会

当
選
人
に
当
選
証
書
の
附

与選
挙
運
励
白
周
報
告
世
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出
期
限
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踊

り

投
票
日
は
八
月
十
八
日
で
す

町長・町議選挙
八
月
九

日

選
挙
期
日
等
告

示・立
候
補
届
出
受

瑚
開
始

不
在
者
投
票
受

付
開
始

八
月
六
日

か

ら

補
充
巡
挙
人

十
一
日
ま
で
名
簿
登
録
申
請

期
間
選
挙
人
名
簿
閲

覧
期
間

補
充
選
挙
人
名
簿
調
製
期

限

八
月
一
一
一
一
日

t
一
四
日
補
充
選
挙
人
名

簿
縦
覧
期
間
及
び
異
議
申

立
期
間

立
候
制
届
出
締
切
日

補
充
選
挙
人
名
簿
異
議
市

立
決
定
期
限

選
挙
立
会
人
届
出
期
限

氏
名
掲
示
順
序
の
く
じ

氏
名
掲
示
開
始

補
充
選
挙
人
名
簿
確
定
期

口
H不
在
者
投
諜
最
終
日

投開市
日

午

前

七
時
か
ら

午
後
六
時
ま
で

八
月
一
二
日

八
月
一
回
目

八
月

五
日

八
月
一
六
日

八
月
一
七
日

八
月

一
八
日

九
月

二

H



昭和－37年 8月 10日
月刊（毎月 10日発行〉・c 2) ひさあ（君？話会易会勃第84号

監査結果の公表に 昭和37年7月6日

建

設

課

て

地
方
自
治
法
（
昭
和
ニ
＝
年
法
律
第
六
七
号
）
第
一

九
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
建
設
課
の
監
査
を
し
た

の
で
、
そ
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

ト

監

査

月

日

昭

和

三
七
年
六
月
二
六
日

Z

事
務
の
分
掌

当
課
の
事
務
分
掌
は
、
土
木
関
係
、
耕
地
事
業
関

係
、
失
対
事
業
関
係
、
建
築
基
準
法
確
認
申
詰
事
務

で
土
木
関
係
で
は
、
道
路
橋
梁
維
持
修
繕
、
新
設
改

良
、
災
害
土
木
復
旧
事
業
、
都
市
計
画
事
業
、
そ
の

他
水
防
関
係
等
で
あ
る
・

む
耕
地
事
業
で
は
、
土
地
改
良
事
業
、
耕
地
災
害
復

け
旧
事
業
が
あ
る
。

；

失

対

事

業

で

は

、

道

路

の

タ
ー
ル
舗
装
、
用
排
水

宗

路

改

良

、

道

路

修
繕
等
が
あ
る
。
職
員
は
課
長
以
下

井
九
名
で
事
務
を
分
掌
し
て
い
る
。

土

a
事
務
処
理
に
関
す
る
意
見

当
課
に
お
け
る
事
務
は
、
工
事
の
測
量
、
設
計
指
務

次
は
勿
論
、
工
事
の
施
行
に
当
っ
て
は
、
指
導
、
監
督
補

：
助
事
業
に
対
す
る
申
請
、
住
宅
等
り
許
可
申
請
事
務

量
等
少
数
の
職
員
を
も
っ
て
よ
く
処
理
さ
れ
て
い
る
が

谷

当

課

の

活

動

は
町
の
建
設
的
事
業
が
多
い
か
ら
、
技

l
f

術
職
員
の
充
実
、
機
動
力
の
完
備
が
望
ま
し
い
。

！

岩

4．
予
算
の
執
行
状
況

予
算
の
執
行
状
況
は
次
の
と
お
り
で
、
都
市
計
画

街
路
事
業
の
一
部
は
三
七
年
度
へ
繰
越
し
、
大
家
庄

地
区
高
橋
橋
の
工
費
一
、

O
七
O
、
0
0
0円
の
仕
越

予
算
と
な
っ
て
、
三
六
年
度
中
に
予
算
化
で
き
な
か

っ
た
と
主
は
遺
感
で
あ
る
。

つい号

員委査監町ロH朝

丘

事
業
の
執
行
状
況

ω
土
木
監
関
係

＠
橋
探
架
務
事
業

高
橋
橋
工
鑑
三
、
O
七

O
、
0
0
0円
で
永
久
橋

に
架
答
え
三
六
二

二
、ニ

O
完
工

＠
県
補
助
、

町
道
改
良
事
業

上
今
江

t山
崎
新
線
工
費
一
二
八

m
六
経
費
四

五

O
、
0
0
0円
で
改
良
完
了

の
タ
l
w舗
装

桜
町

t
月
山
線
道
路
延
長
－
ニ

O
m地
元
の
協

力
を
得
て
完
了

＠
都
市
計
商
街
路
事
業

朝
日
橋

t月
山
十
字
路
間
延
長
五
四

O
m
工
事

（
下
記
表
参
照
）

9 第監朝

〈建設課関係｝

歎 項 l乎算現額 ｜執行額｜未執行額｜鋪 考

4. 円 円 円ヨピヒ支出向30 
こk 水 費 24.051.630 20.412.782 3.638.848 63.6 

l.道 路橋 治 資 6.536.080 6.473.213 62.817 ヨピヒ6支3出.63( 

2. M J 11 費 101. 600 100. 945 655 
3.都市計画世 13.024.000 9.449.907 3.574.093 
4.土 * 諸 賀 59.000 57.904 1.096 
5.災害 土 木質 4.054.000 4.053.820 180 
6.災害応急貧 277°000 276.993 7 
6. 
社会及び労働施設費

5.労働費（失対関係） 7.358.850 7 324.554 34.296 
8. 
産業経済貿 農業除水利費

をく
3.耕地事業 主t 4.227.440 4.213.625 13.815 

( s 32.5 .31現在）昭和36年度予算執行状況

貨
九
三

O
万
円
で
着
工

一
部
用
地
が
未
解
決
の
た
め
、
三
七
年

度
に
繰
越
と
な
る
。

＠
災
害
土
木
復
旧
事
業

被
川
七
重
川
護
岸
災
害
復
旧
工
事
、
延
長
一

O
六

m
三
を
工
費

三
O
O万
円
で
復
旧
完
成

（
補
助
率

O
、九
六
七
の
高
卒
の
も
の
で
あ
る
〉

城
山
線
道
路
欠
泊
三
一
カ
所
八

O
O、
0
0
0円
で
復
旧

山

土
地
改
良
補
助
事
業

＠
団
体
営
積
寒
事
業

検
水
地
区
惜
史
排
水
事
業
－
四
、
五
町
一
、
七
九

O
、
0
0
0円

窪
田
地
区
食

道

二

一

二
三
、
三

m

一一
、
五
－

o、
0
00
円

大
家
圧
地
区
区
耐
整
理
調
査
六

O
町

二

四

O
、
0
0
0門

野

中

地

区

水

路

六

、

五

0
0、
0
0
0円

計

一

一

、

O
四

O
、
0
0
0円

＠
非
補
助
融
資
事
業

舟

川

新

地

区

一

二

、
＝一町

コ
ン
ク
リ
ー
ト
畔
一畔

五

、
ニ
九
一

m

二
、
五
三

O
、
0
0
0門

同

団

地

区

沼

保

地

区

割
引

耕
地
災
害
復
旧
事
業

岩

崎

水

路

山
崎
頭
首
エ

ル〈

対

事

業

大
屋
排
水

路

二

四

二
、
O
m

大
口
用
水
路

ニ
O
O、
O
m

月
山
中
江
用

水

路

三

八

O
、
O
m

草
野
地
蔵
川
排
水
路

一
0
0
、
O
m

日
東
紡
績
道
路
改
良
一
八
八
、
八

m

u問
州
市
一
げ
糊
装
二
七
て
、
五

m

町
道
道
路
愛
護

小

計

合

計

建
築
基
準
法
確
認
申
請

法
第
六
条
第
一
項

六
件

。

第

三
項

二

件

h
q

第

四

項

一

三
O
件

そ

の

他

県

単

道

路

舗

装

事

業

回

グ

所

。

改

良

事

業

五

ケ

所

以
上
三
六
年
度
事
業
執
行
の
重
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
事
業
費
は
、

補
助
金
、
地
元
負
担
念
、
町
費
で
施
行
し
た
も
の
で
、
こ
れ
に
対
す
る

関
係
各
地
区
の
協
力
は
、
絶
大
な
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
い
た
し

ま
す
。

殿

町

地

区

五

、
八
町

ヲ
ン
ク
リ
i
ト
畦
畔
三
、
六
・六
一
三

m

八
、
二
町

ご
四
五
、
七

m

窪
針

。

県
単
事
業

花

房

地

区

農

道

八

七

二

m

笹
川
地
区
水
路
二
一
二
、
四

m

舟

川

新

地

区

沈

砂

地

一

捌

山

地

区

溜

池

三

舟

川

新

地

区

農

道

一
八
三
、

O
m

山
崎

新

地

区

。

一

二
七
、
ニ
m

殿

町

地

区

M

一
七

O
、
O
m

民

地

区

水

路

一ニ
O
五
、

O
m

山

崎

新

地

区

。

六

五

、
三

m

ン

分

水

工

五

4

護
岸
一
三
一、
六

m

o

一
O
九
、
七

m

農

道

一
O
五
、

o
m

国

。

月

山

地

区

(3) 

－
四
五

m

(4) (5) (6) 

五一ー

四三五
五四八
00  0 
00  0 
00  0 
00  0 
円円 円

一O
八
、

0
0
0円

一
二
回
、

0
0
0円

一
三

O
、0
0
0円

三
0
0、0
0
0円

四
0
0
、0
0
0円

三
O
O
、0
0
0円

二
八

O
、0
0
0同

一
一一一
O
、
O
O
C円

四

OO、
0
0
0円

四
OO、
0
0
0円

二
五

O
、0
0
0円

一ニ
O
O、0
0
0円

二
八

O
、0
0
0円

五
O
O

、。。。円

一二
、六
七

O
、
0
00
円

て
五
一
八
二
ニ
九
五
円

八
八
八
、
八
八
三
円

て

O
三
四
、
二
四
回
円

七
六
二
、
四
回
二
円

四
、
二

O
三
、
九
六
四
円

六
三
四
、
四
五
四
円

一
二

二
ハ
、
九
五
三
門

二
五
回
、
四
四
六
円

二、

O
O五
、
八
五
三
円

六
、
二

O
九
、
八
一
七
円



実
路
が
第
一
で
あ
る
、
活
動
の
積
み
重
ね

一
会
一

は
速
急
に
は
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
は
な
い

一
集
一

が
青
年
ら
し
い
勇
気
と
自
信
を
持
っ
て
自

己
の
幸
せ
の
た
め
に
、
地
域
開
発
の
た
め

一
切
一

朝

日

町

述

合

背

年

間

主

催

で

の

二

時

間

を

終

え

た

。

に

進

む

へ

き

で

あ

る

と

い

う

こ

と

が

話

し

一

青

τ第三
回
制

E
2
2
2
2
2、
榊

原

両

氏

の

「

海

外

合

わ

れ

、

第

二

分

科

会

で

は

、
女
子
育
年

－mu…
研

究

集

会

が

七

月

二

十

一

青

年

の

生

活

」

に

つ

い

て

の

前

義

の

接

安

活

動

の

．

子

慨

が

大

き

な

問

題

と

な

っ

て

い

一
回
一

日、

二
十
二
日
の
二
日
間
宮
念
、
皆
、
林
三
氏
、
野
村
議
事
、

る

が

、

特

に

出

器

の

こ

と
に
つ
い
て
は
、

…ロ
H

一
崎
小
学
校
に
お
い
て
七
校
下
大
背
中
央
公
民
鈎
長
、
道
用
・
高

田

元

述

宵

訟

も山
人
切
な
の
は
家
法
と
の
話
し
合
い
で

一
羽
一

の
青
年
一ニ
十
二
名
の
参
加
の
団
長
を
助
言
者
に
分
科
会
が
開
か
れ
、
「
宵

あ
る
‘
室
で
団
活
動
に
つ
レ
て
語
り
、

一
同
町
一

も

と

に

聞

か

れ

た

。

年

間

意

識

を

高

め

る

団

活

動

」

、

「

家

庭

家

族

に

す

勾

団

活
動
を
理
解
さ
せ
な
け
れ

ん
回
一

今

回

量

産

馬
場
で

キ

と

女

子

青

年

活

動

」

の

二

つ

の

課

題

に

つ

ば

な

ら

な

い

。

ま

た

姉

人

会

等

各

種

団

体

・

M
M
一

ヤ

ン

プ

鵠

習

を

非

ね

て

行

う

い

て

活

発

な

討

論

が

交

わ

さ

れ

こ

。

と

の

話

し

合

い

の

場

を

多

く

設

け

、

女

背

．
1
～↑

予

定

で

あ

っ

た

が

、

折

思

し

第

一

分

科

会

で

は

、

全

般

に

前

年

の

宵

年

の

活

動

を

毘

解

さ

せ

な

け

れ

ば

な

ら

な

瞳
畑
一

く
二
十

一
日
夕
刻
か
ら
の
雨
年
同
意
識
の
低
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

L
。
し
か
し
い
く
ら
話
し
合
い
を
多
〈
持

「
i
H：一

に

た

た

ら

れ

て

や

む

な

く

宮

こ

の

原

因

と

し

て

は

組

織

問

、

連

絡

方

法

っ

て

も

、

山

年

間

活
動
に
学
ん
だ
こ
と
を

崎

小

学

校

に

会

場

を

移

し

た

も

の

で

あ

の

不

十

分

、

活

動

内

容

の

穴

陥

な

ど

が

あ

実

生

活

に

生

か

さ

な

か

っ

た

ら

真

の

理

解

る

。

げ

ら

れ

た

が

青

年

窓

識

が

低

け

れ

ば

低

い

は

得

ら

れ

な

い

と

い

う

結

論

が

出

た

。

第
一
日
は
ポ
l
イ
ス
カ
ク
ト
朝
日
第
一
な
り
に
、
指
導
者
は
も
っ
と
広
い
椀
野
に
き
る
よ
う
な
も
の
か
ら
入
う
て
い
く
方
が
こ
の
後
、
会
場
を
海
岸
の
絵
林
に
移
し

団
の
越
沢
希
彦
氏
を
リ
ー
ダ
ー
に
キ
ヤ
ン
立
ち
、
青
年
同
意
識
を
高
め
る
活
動
を
考

よ

い
。

て

全

体

討

議

を

行

い

、

青
年
自
身
の
キ
福

ド
戸
サ
ー
ビ
ス
を
歌
に
グ
1

ム
に
興
じ
貰
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
は
組
織
に
つ
い
て
は
今
後
い
わ
ゆ
る
小
集
の
た
め
に
男
気
と
信
念
を
も
っ
て
背
年
団

に
安
念
県
背
協
会
長
、
榊
原
副
会
長
、
林
初
め
か
ら
高
度
な
も
の
を
求
め
ず
、
背
年
団
活
動
の
方
向
へ
伸
び
て
行
く
の
で
は
な
活
動
に
当
た
る
こ
と
を
寄
っ
て
、
意
義
深

事

務

局

長

に

保

育

協

の

現

状

彩

－

き

き

、

熱

の

求

め

て

い

る

も

の

を

適

確

に

つ

か

み

な

い

か

。

レ

背

研

集

会

を

終

え

た

。

心
な
舟
見
令
交
検
し
て、

聖
火
を
か
こ
ん

が
ら
、
み
ん
な
が
気
楽
に
活
動
に
多
加
で
結
論
と
し
て
、
背
町
間
活
動
に
は
先
づ
（
写
真
は
野
外
討
議
）

学
習
の
環
境
を
投
与
え
学
出
の
状
態
を
あ

た
L
か
く
見
守
る
心
が
ま
え
を
も
ち
た

1
都
会
の
こ
ど
も
は
以下
－へ
泌
い
家
庭
教
師

を
つ
け
て
い
る
。
高
校
入
試
が
現
実
の

問
魁
と
し
て
縫
村
の
こ
ど
も
は
字
カ
が

低
く
な
い
か
。

4
学
力
と
能
力
と
や
ら
混
同
し
て
は
な
ら
ぬ

袋
村
の
こ
ど
も
は
部
会
の
こ
ど
も
に
比

べ
お
そ
出
来
だ
が
ほ
力
が
あ
る
か
ら
長

い
自
で
こ
ど
も
の
木
当
の
力
を
見
守
り

た
い
。

－
こ
ど
も
の
教
育
資

－
義
務
教
育
は
公
貨
で
負
担
す
る
の
が
本

す
じ
と
忠
う
が
大
変
お
金
が
か
L
る。

も
っ
と
国
家
や
県
、
町
で
教
育
伐
を
増

額
し
て
も
ら
い
た
い。

2．
教
材
費
・
学
級
世
・
給
食
貨
な
ど
は
特

に
公
賢
で
賄
う
べ
き
面
が
多
い
．
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膏
年
団
意
識
を
高
め
る
に
は

組
織
と
活
動
内
容
の
再
検
討
を

ひさあ

る

台
風
ν
1
ズ
シ
を
迎
え
、

去
る
七
月
十
三
日
午
前
九
時

か
ら
小
川
右
岸
小
川
橋
よ
り

下
流
約
二
O
O米
附
近
に
お

い
て
朝
日
町
消
防
団
員
を
主

体
と
し
て
、
不
時
の
水
魔
の

来
線
に
備
え
、
川
倉
の
投

入
、
蛇
簡
の
迎
級
な
ど
真
剣

な
訓
練
が
行
わ
れ
た
。

終
っ
て
県
河
川
課
長
そ
の

他
の
綿
野
を
受
け
、
午
前
十

一
時
三

O
分
無
事
前
習
を
終

了
し
た
。
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湘
朝
日
町
学
教
研
、
P
T
A
連
協
、
教
組

共
催
の
教
育
懇
談
会
は
七
月
三
日
午
后
荒

瀬
実
先
生
を
講
師
に
迎
え
小
川
中
学
校
で

聞
か
れ
た
。
当
日
は
大
家
庄
・
山
崎

・
南

保
・
野
中
地
区
の
P
T
A
約
八
十
名
が
参

集
し
良
部
繁
絵
・
竹
内
光
男
先
生
の
司
会

で
「
こ
ど
も
の
学
力
」
「
こ
ど
も
の
教
育

費
」
を
中
心
に
話
合
い
が
進
め
ら
れ
た
。

主
な
懇
談
内
容
は
次
の
通
り
。

－
こ
ど
も
の
学
力

L
模
・
不
の
力
が
足
ら
ず
中
学
上
級
生
で
手

紙
も
十
分
笹
け
な
い。

も
っ
と
基
礎
的

な
力
を
つ
け
る
要
が
あ
る
。

2
家
庭
学
習
で
は
父
兄
の
能
力
と
し
て
見

て
や
る
限
界
が
あ
る
＠
し
か
し
父
兄
は

九
月
一
日
か
ら

六
級
局
に
昇
格

電
信
加
入
者
八
盲
人
突
破

拡
度
電
報
電
話
の
ご
利
用
を
頂
曽
有
難
う

ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
当
町
の
電
話
も
、
こ
の
八
月
で
八

0
0個
を
超
え
て
普
及
率
も
一

O
O人
あ

た
り
一
ニ
・
八
個
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は

五
、
六
年
前
に
比
較
し
て
み
て
約
三

O
O

人
も
の
加
入
者
が
増
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
が
、
そ
の
反
面
機
械
線
路
の
設
備
や

維
持
に
要
す
る
貨
用
が
多
く
か
か
り
ま
す

そ
こ
で
、
会
社
で
は
加
入
者
の
数
に
応
じ

て
む
話
局
の
種
類
を
二
一の
段
階
に
分
け

そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
て
料
金
を
定
め

て
い
ま
す
が
、
当
局
で
は
八
O
O加
入
を

超
え
た
の
で
、
い
ま
の
七
級
局
か
ら
六
級

局
に
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

つ
き
ま
し
て
は
、
九
月
分
か
ら
電
話
の
使

用
料
を
つ
ぎ
の
と
を
り
変
更
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
何
と
ぞ

ご
了
承
の
う
え
今
後
と
も
倍
旧
の
ご
愛
顧

を
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
．

2己

区

別

- I 単

朝 1__&_l~I竺｜ 料
母｜ ｜｜ 共
¥ Iぉ： I I I百1

1tt L~＿J__8fll二L
諮｜ ｜ ｜換憐｜ふ
局l ｜そ ｜電内｜

＝円｜話交

務
務
用

住
宅
用

lぉ｜

わ

ぴ

広
報
七
月
号
第
一
面
に
次
の
よ
う
に
問

患
い
が
あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
い
た
し
、

お
詑
び
申
し
上
げ
ま
す
・

訂

正

見
出
し
の

朝
日
町
防
水
計
画
朝
日
町
水
防
計
画

4
l
n
x
u
q
u
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ム
民
業
構
謹
改
善
を
計
画
し

ま
し
ょ
う
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ス
栽
培
、
玉
葱
外
等
々
を
部
活
の
各
農
家

が
揃
っ
て
大
規
模
で
経
営
す
る
こ
と
に
よ

り

O
O主
産
地
と
し
て
名
声
を
挙
げ
る
よ

う
に
な
り
機
械
化
、
省
カ
化
さ
れ
明
る
い

将
来
の
近
代
化
農
業
農
叫
れ
と
な
る
の
で
あ

る
。
農
業
の
所
得
倍
噌
の
た
め
に
農
業
機

造
改
善
計
画
を
各
自
立
て
ま
し
ょ
う
。

ム
穂
首
イ
モ
チ
病
の
防
除
を

徹
底
的
に
行
い
ま
し
ょ
う

八
月
に
入
る
と
、
と
か
く
稲
の
こ
と
は

忘
れ
が
ち
と
な
り
穂
首
防
除
の
こ
と
な
ん

か
し
な
い
人
が
多
く
刈
取
の
頃
と
な
っ
て

枯
栂
の
意
外
に
多
き
に
驚
き
、
ぁ
、
二
波
探

を
ま
け
ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
さ
れ
る
の
で

あ
る
。
減
牧
の
一

大
原
因
は
倒
伏
と
イ
モ

乎
で
あ
り
、
穂
首
イ
モ
テ
、
校

梗

イ

モ

テ
、
籾
イ
モ
チ
に
よ

り
稔
実
不
良
、
枯

穂
、
一
泌
総
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
年
は
天

候
が
良
く
な
い
予
報
で
あ
り
全
国
的
に
ハ

イ
モ
テ
が
発
生
し
て
ゐ
る
現
状
で
は
秘
首

イ
モ
チ
に
よ
り
一
大
減
牧
が
予
想
さ
れ
ま

す
の
で
稲
の
ハ

νリ
認
の
出
は
じ
め
の
時

期
と
柚
冊
期
及
傾
穂
期
の
三
回
と
云
い
た

い
の
で
す
が
二
回
は
必
ず
散
布
し
て
下
さ

い
。
特
に
注
意
さ
れ
た
い
こ
と
は
出
穏
期

中
に
雨
降
り
と
な
っ
た
と
き
朝
つ
ゅ
の
上

り
の
緩
い
場
合
は
被
害
が
大
き
く
な
り
ま

ず
か
ら
雨
上
り
直
後
、
水
銀
剤
を
再
び
散

布
し
て
万
全
の
防
除
を
し
て
下
さ
い
。
昨

年
の
恥
部
一
号
が
ね
掠
に
な
り
大
減
牧
に

な
っ
た
こ
と
を
思
う
と
中
生
の
い
ね
、
晩

生
の
い
ね
に
も
是
非
防
除
を
忘
れ
な
い
で

下
さ
い
。

八
月
の
稲
作
管
制
措
は
健
康
に
茎
誕
の
栄

養
を
保
っ
て
同
化
作
用
を
盛
に
し
澱
粉
を

作
っ
て
籾
伎
に
充
分
貯
え
さ
せ
枯
恕
を
予

防
し
稔
実
歩
合
千
粒
重
を
高
め
る
こ
と
で

す
か
ら
水
の
か
け
ひ
き
に
も
十
分
注
意
し

ニ1
一二日
滋
水
又
は
掛
部
し
を
や
り

一
l

二
日
潜
水
田
干
し
の
方
法
を
繰
返
し
出
棺

し
て
か
ら
二
十
五
日
位
で
落
水
す
る
こ
と

が
よ
い
の
で
す
．

今
後
台
風
な
ど
も
来
る
こ
と
で
す
か
ら

－

－

r－
J

た
ば
こ
は
町
内
で
？・

た
ば
こ
消
後
税
は
今
ま
で
は
日
%
川

ピ－
一
l
w
ハ
ク
ス
を
建
て
L
胡
瓜
、
ト
げ
で
し
た
が
、

4
H
1日
か
ら
四
%
に

．

マ
ト
、
ナ
久
、
西
瓜
、
ア
マ
ク
リ
、
メ
ロ
～
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

ン
等
の
促
成
栽
培
を
考
え
ま
し
ょ
う
。
こ
〉
昨
年
の
町
へ
入
っ
た
税
W
額
は

い

れ
か
ら
の
農
家
は
栄
後
疏
菜
を
年
中
栽
培

九
∞
・

2
∞・

8
0円
で
す
。

し
て
我
家
の
食
生
活
を
良
く
し
た
い
も
の
い
J
l
y
r－－
J
j

で
す
が
、
農
家
で
す
ら
そ
の
日
の
野
菜
に

不
足
し
店
舗
か
ら
購
入
の
姿
が
目
立
っ
て

来
て
居
り
ま
す
。
特
に
他
町
村
か
ら
多
く

の
統
楽
が
輸
入
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
各
農
協
単
位
に
十
人
位
の
グ
ル

ー
プ
を
結
成
し
て
十
呼
の
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ク

ス
の
説
菜
栽
培
を
提
唱
し
た
い
。
ハ
ク
ス

は
一
基
六

t
七
千
円
で
挫
て
ら
れ
ま
す
の

で
先
づ
ハ
ク
ス
を
建
て
与
、
そ
の
中
で
栽

培
す
る
野
菜
、
花
持
等
を
相
談
し
た
い
と

計
画
し
て
い
ま
す
の
で
希
望
者
は
農
改
普

及
所
へ
申
込
み
下
さ
い
。

乾
い
た
台
風
の
と
舎
は
必
ず
＋
分
水
を
あ

て
L
茎
葉
穂
籾
の
乾
煉
枯
れ
の
せ
ぬ
ゃ
う

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ム
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
に
よ
る

藤
菜
の
促
成
栽
培
を

狩
猟
者
講
習
会
案
内

昭
和
三
十
三
年
七
月
狩
猟
法
が
改
正
さ

れ
て
以
来
毎
年
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
狩

猟
者
講
習
会
が
今
年
も
次
の
と
お
り
開
催

さ
れ
ま
す
の
で
今
秋
狩
猟
免
状
を
受
け
よ

う
と
さ
れ
る
方
は
必
ず
受
制
さ
れ
る
よ
う

お
知
ら
せ
し
ま
す
、

受
制
さ
れ
な
い
方
は

狩
強
免
状
を
受
け
る
際
県
へ
出
向
き
試
験

を
受
け
て
の
み
免
状
が
交
付
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
申
し
添
え
ま
す
。
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M時

八
月
二
十
五
日

午
前
十
時

i
午
后
四
時

二

、

場

所

朝

日
町
中
火
公
民
館

一ニ
、
受
講
科
目

－
狩
獲
に
関
す
る
法
令

Z
狩
強
鳥
獣
の
判
別

3．
強
具
の
取
扱

一、
日

四
、
凶
慣
行
品

テ
キ
ス
ト
（
三
十
三
、

第
記
用
具
中
食

四
年
慢
用
）

刊

日図

書

案

内

告

名

身

者

名

俺

は

析

る

左

近

随

脂

の

し

た

た

り

黒

岩

重

吾

炎
の
中
の
鉛

中

蘭

英

助

山
田
の

背

番

渡

辺

公

平

夜

と

昼

と

佐

多

稲

子

禁

断

石

原

松

太
郎

常

務

旅

行

竹

森

一

見

処

刑

多

岐

川

恭

死

の

流

域

水

上

勉

銑

と

斧

出

谷

太

郎

古

戦

場

佐

藤

春

夫

く

ら

し

の

人

生

前

法

仲

子

析
人
斬
魔
剣

隊

出

達

朗

明

日

は

あ

な

た

と

鹿

島

孝

二

花
と
同
と
ギ
ャ
ン
グ
遠
藤

郎

事

前

誠
小

m
m世
車

紙

宮

本

件

也

う

た

舵

静

川

口

松

太

郎

大
江
戸
花
ど
よ
み

沙

雑

双

樹

は

や

て

制

ど

品

ん
す
俊
夫

孔

京

扇

回

岡

典

夫

天

狗

ざ

む

ら

い

神

山

邦

之

か

げ

ろ

う

峠

鳴

山

草

平

流

れ

る

性

従

取

三

義

女

人

彩

色

石

川

利

光

若

獅

子

剣

法

背

水

春

三

新
吾
二
十
香
勝
負
こ

l
四〉川
口
松
太
郎

京

都

伸

夫

花

の

勝

敗

朝
な
夕
な
に

不

毛

凪

の

花

園

前

出

冬
京
お
ん
な
地
獄

川
の
あ
る
下
町
の
話

浪

人

絵

図

妖
同
門
の
指

在

魔

の

剣

新
人
生
劇
場

伴

の

ザヘ

ω

店
わ
れ
る
男

大
江
．
ド
斜
路
祭

前
色
い
部
屋

社
長
洋
行
記

そ
て
い
の
占

あ
す
向
く
花

古

都
天

の

火

伐

（
二

似

の

影

欲
望
の
出
て
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制
ぷ
山
川
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U
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1

・山

汐

笛

悔

い以

夜

の

巣

若
さ
ま
千
両

殺

す

な

緑

衣

の

屯

砂

丘

徳

川

家

版

こ

八

）

托

の

同

話

取
と
死
と
空

川
臓
の

托

川
沿
の
い
総

出

男
と
女
の
世
の
中

拾
っ
た
女
房

仮
面
と
衣
装

編
集
兼
発
行

印

刷

所

送

料
定

価

4
1

’n
H
u
n
H
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へ
山
戸
ダ
レ
ツ
タ

平

林

た

い

子

舟

崎

型

一

富

田

常

雄

山

田

一

男

川

端

康

成

江

崎

俊

平

島

田

一

男

佐

竹

仲

吾

尾

崎

士

郎

山

手

樹

一

郎

南

洋

一

郎

尚

木

崎

光

笠

原

良

三

高

久

め

ぐ

み

壷

井

栄

川

端

康

成

山

手

樹

一

郎

峯

川

詠

ι
近

隆

大

数

春

彦

張

回

線

三

郎

井

上

哨

樹

下

太

郎

左

近

隆

有

馬

頼

義

江

戸

川

乱

歩

沢

野

久

雄

山

間

荘

八

水

上

勉

大

岡

昇

平

水

上

勉

寺

内

大

古

諒

氏

鶏

太

山

手

樹

一
郎

多

岐

川

恭

朝

日

町

役

場

高

田

印

刷

六

円
六

円


